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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、中国をはじめとするアジア新興国等の経済の減速、

原油価格等の下落、欧州を中心とした地政学的リスクの継続によって一部に弱さがあるものの、政府が掲

げる日本再興戦略に基づく経済対策の効果や日銀初のマイナス金融政策を受けて、企業収益や雇用情勢が

堅調に推移し、景気は緩やかながらも回復基調が続きました。 

当社グループの属する建設コンサルタント業界においては、政府の「インフラ長寿命化基本計画」や「国

土強靭化基本法」のもと、橋梁や道路等のインフラストックの長寿命化対策や、巨大地震や大規模災害に

対する防災・減災事業および地方創生を目指した地域活性化施策の推進などの公共事業投資を中心に、弱

含みながらも比較的堅調に推移しました。 

このような状況の中で、当社グループは「第３次長期プラン」に基づき、各営業地域と全社横断的技術

部門の連携を目的としたマトリックス型組織体制による生産力・生産体制と研究開発活動の強化を継続し

ています。具体的には、コンストラクション・マネジメント（ＣＭ）事業部準備室を新設し、施工管理等

を含む建設事業マネジメント分野の全国的な受注拡大に向けた体制強化を図るとともに、研究開発並びに

その成果の市場投入を統括する新規事業推進室を設置して、顧客ニーズを適時に捉えた活動の強化を行っ

ています。 

また、平成28年3月1日付で完全子会社の福山ビジネスネットワーク株式会社を設立しました。これによ

り、当社グループ各社の一体的な研究開発、商品化を促進するための技術研究機能の強化と、各社の管理

部門を中心とした間接業務の集約による効率化を図ることで、事業継続性の強化と企業価値向上を目指し

ます。 

なお、当社グループは、主要顧客である官公庁の会計年度末に完了・納入する業務が大半を占める関係

上、売上高は第４四半期に集中します。そのため、例年第３四半期までは経常損失、第４四半期で経常利

益となることが常態となっています。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の受注高は、交通センサス業務や老朽化対策業務、鉄道関連業務、

ＣＭ関連業務の受注増加もあって 78 億 35 百万円（前年同期比 10.3％増）、売上高は 23 億 84 百万円（同

3.5％増）となりました。一方、損益面では、経常損失は 1 億 79 百万円（前年同期は 3 億 37 百万円の損

失）、親会社株主に帰属する四半期純損失は 1 億 60 百万円（前年同期は 2 億 62 百万円の損失）となりま

した。 

 

（２）財政状態に関する説明 

（資 産） 

総資産は前連結会計年度末に比べて 24億 19百万円増加し、70億 59百万円となりました。主な要因は、

未成業務支出金の増加 18 億 61 百万円、受取手形・完成工事未収入金の増加 8 億 16 百万円、現金及び預

金の減少 3億 29百万円です。 

（負 債） 

   負債は前連結会計年度末に比べて 29 億 19 百万円増加し、41 億 51 百万円となりました。主な要因は、

短期借入金の増加 22億 60百万円、業務未払金の増加 3億 13百万円、未成業務受入金の増加 6 億 7百万

円、賞与引当金の増加 2億 1百万円、その他流動負債の減少 3億 68百万円です。 

（純資産） 

純資産は前連結会計年度末に比べて 4 億 99 百万円減少し、29 億 8 百万円となりました。主な要因は、

利益剰余金の減少 2億 30百万円、自己株式の増加 2億 9百万円です。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 27年 8月 10日に公表しました連結業績予想に変更はありません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する情報 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」

という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計

基準」という。）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業

分離等会計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会

社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した

連結会計年度の費用として計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以

後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結

合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、

四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。

当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期

連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項

(4)及び事業分離等会計基準第57－4項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期

間の期首時点から将来にわたって適用しております。 

これによる損益に与える影響はありません。 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

４．補足情報 

 生産、受注および販売の状況 

  当社グループは、建設コンサルタント事業を営む単一事業の企業集団であることから、セグメント情報

は記載していません。 

   なお、建設コンサルタント事業における事業分野ごとの販売・受注実績は以下のとおりです。 

 

①  販 売 実 績                                          （単位：千円、単位未満切捨て） 

                    期  別 

 

事業分野 

前第3四半期連結累計期間 

(
自 平成26年 7月 1日
至 平成27年3月31日

 ) 

当第3四半期連結累計期間 

(
自 平成27年 7月 1日
至 平成28年3月31日

) 

金   額 金 額 

建設コンサ

ルタント 
 

交通マネジメント系 872,464  780,372  

地域マネジメント系 70,417  124,761  

環境マネジメント系 200,054  149,241  

ストックマネジメント系 283,785  269,907  

リスクマネジメント系 735,476  749,186  

建設事業マネジメント系 143,028  311,301  

合   計 2,305,227  2,384,771  

   

② 受 注 実 績                                            （単位：千円、単位未満切捨て） 

                     期  別 

 

 

事業分野 

前第3四半期連結累計期間 

(
自 平成26年 7月 1日
至 平成27年3月31日

) 

当第3四半期連結累計期間 

(
自 平成27年 7月 1日
至 平成28年3月31日

 ) 

受注高 繰越残高 受注高 繰越残高 

金 額 金 額 金 額 金 額 

 
建設コンサ

ルタント 
 

交通マネジメント系 2,945,830 2,073,365 3,111,803 2,331,430 

地域マネジメント系 263,077 192,659 301,498 176,737 

環境マネジメント系 555,753 355,699 430,886 281,645 

ストックマネジメント系 1,259,500 975,715 1,298,763 1,028,855 

リスクマネジメント系 1,508,541 773,065 2,090,198 1,341,011 

建設事業マネジメント系 572,728 429,700 602,214 290,912 

合   計 7,105,432 4,800,204 7,835,364 5,450,593 

      （注）上記の金額には、前期からの繰越業務を含んでいます。 
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	当社グループは、建設コンサルタント事業を営む単一事業の企業集団であることから、セグメント情報は記載していません。



